
事例 小学校社会科 美濃地区（Ｓ小学校）
１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第３学年

学習指導要領 第３，４学年の内容（２）ア、イ

単 元 名 「スーパーマーケットではたらく人～スーパーＳのひみつをさぐろう～」
（全１３時間）

単 元 目 標 ○地域の人々の販売に関わる仕事に関心をもち、その特色などについて意
欲的に調べることを通して、自らが地域社会の一員であるという自覚を

。 （ ）もとうとすることができる 社会的事象への関心・意欲・態度
○地域の人々の販売の様子から学習の問題を見いだして追究・解決し、地
域の販売の特色や国内の他地域などとの関連について多面的・多角的に
考えることができる。 （社会的な思考・判断）
○地域の人々の販売や他地域との関係について、見学などを通して具体的
に調査したり、資料を活用して調べたりするとともに、その結果を追究
の過程を大切にしながら表現することができる。

（観察・資料活用の技能・表現）
○地域の販売に携わっている人々は、消費者の多様なニーズを把握して様
々な工夫をしていることや、よりよいものをより安く販売するために、
他地域から仕入れ販売していることを理解することができる。

（社会的事象についての知識・理解）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫
○単元指導計画作成上の工夫
・追究する社会的事象について、児童がより具体的に学ぶことができるよ
うに人物（Ａさん）を取り上げ教材化した。
・指導計画は、教材化した人物を中心に次のように構成した。
出会いの場→仕事の具体を調べる場→工夫や努力をとらえる場→人物な
らではの生き方を考える場→仕事の意味や生き方を判断する場
・販売の工夫等を具体的に観察・調査する時間を十分に確保した。
○単位時間における工夫
・観察・調査の視点を具体的に指導した。
・インタビューのマニュアルを作成し、指導に活用した。
・観察・調査の結果をもとにした課題に対し、十分な時間と個別の助言を
行った。
・写真資料、図表などを準備し、販売者の工夫が視覚的にとらえられるよ
うに配慮するとともに、資料を見る観点を具体的に示した。
・根拠を明確にした児童を意図的指名し、その発言内容を価値付け、板書
等で学級に考えを広めたり、ペア活動で確認させたりした。

参 考 資 料 資料 １：人物ファイル
資料 ２：買い物調べカード（第１時）
資料 ３：スーパーＳの広告（第２，３時）
資料 ４：スーパーＳの店の様子（第２，３時）
資料 ５：見学カード（第２，３，４，５，６，７，８時）
資料 ６：インタビューマニュアル（第２，３，４，５，６時）
資料 ７：店長Ａさんの一日（第４，５，６，１０時）
資料 ８：第９時の資料

①スーパーＳの今と昔の駐車場
②スーパーＳの夕方の駐車場の様子
③お客さんの声
④スーパーＳまでどれくらい
⑤店長Ａさんの話

資料 ９：第１０時の資料
①駐車場の広さ比べ
②スーパーＳの営業時間
③お客さんの声
④店長Ａさんの話

資料１０：店長Ａさんの話（第１１時）



２ 単元の評価規準

ア 社会的事象への イ 社会的な思考・ ウ 観察・資料活用 エ 社会的事象につ
関心･意欲･態度 判断 の技能・表現 いての知識・理解

内 地域の人々の生産や 地域の人々の生産や 地域の人々の生産や 地域の生産や販売の

容 販売の様子に関心を 販売の様子から学習 販売の様子を的確に 仕事に携わっている

の もち、それを意欲的 の問題を見いだして 見学したり調査した 人々の工夫を理解し

ま に調べることを通し 追究・解決し、地域 りするとともに、調 ている。

とご て、地域社会の一員 の生産や販売に見ら べた過程や結果を工

まと としての自覚をもと れる仕事の特色やそ 夫して表現する。

りの うとする。 れらの仕事と自分た

評 ちの生活や国内の他

価 地域などとの関連に

規 ついて考え、適切に

準 判断する。

地域の人々の販売に 地域の人々の販売の 地域の人々の販売や 地域の販売に携わっ

関わる仕事に関心を 様子から学習の問題 他地域との関係につ ている人々は、消費

単 もち、その特色など を見いだして追究・ いて、見学などを通 者の多様なニーズを

元 について意欲的に調 解決し、地域の販売 して具体的に調査し 把握して様々な工夫

の べることを通して、 の特色や国内の他地 たり、資料を活用し をしていることやよ

評 自らが地域社会の一 域などとの関連につ て調べたりするとと りよいものをより安

価 員であることを自覚 いて多面的・多角的 もに、その結果を追 く販売するため、他

規 をもとうとしてい に考えている。 究の過程を大切にし 地域から仕入れ販売

準 る。 ながら表現すること していることを理解

ができている。 している。

①スーパーＳの様子 ①Ａさんのスーパー ①Ａさんのスーパー ①Ａさんのスーパー

に関心をもち進ん Ｓの販売方法に対 Ｓを見学や聞き取 Ｓの販売方法に見

学 で調べようとして して問題意識をも り調査をして具体 られる仕事の特色

習 いる。 ち、適切な課題設 的に調べている。 を理解している。

活 定を行い予想して

動 ②スーパーＳの仕事 いる。 ②Ａさんのスーパー ②Ａさんのスーパー

に ついて、学習の見 Ｓの学習で、見学 Ｓの仕入れや販売

お 通しをもち、意欲 ②Ａさんは、お客さ したことや分かっ の様子から、他地

け 的に課題追究しよ んに喜んでスーパ たことについて、 域との関係につい

る うとしている。 ーＳの商品を買っ その過程や結果を て理解している。

具 てもらいたいとい 分かりやすく表現

体 ③課題追究のために う願いをもってい している。

の 仲間との意見交流 ることを考え判断

評 で、自分の考えを している。 ③Ａさんのスーパー

価 進んで発表してい Ｓについて、商品

規 る。 ③見学や聞き取りな の流通の面で、他

準 どの活動から得た 地域とのかかわり

事実をもとに、Ａ について資料を活

さんのスーパーＳ 用し、具体的に調

の工夫について追 べている。

究し考え判断して

いる。



３ 指導と評価の計画（全１３時間）

（１）授業の流れ

第１次・買い物をした経験の交流と課題作り・・・・・・・ １時間）（

第２次・スーパーＳへ見学に行く計画作り・・・・・・・・ ２時間）（

・スーパーＳの見学・・・・・・・・・・・・・・・ ３時間）（

第３次・見学のまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（

第４次・スーパーＳの駐車場・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

・スーパーＳの工夫・・・・・・・・・・・・・・・ １時間）（

・スーパーＳと他地域との関係・・・・・・・・・・ １時間）（

第５次・学習のまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２時間）（

（２）単元指導計画

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

○近くの商 ○近くのスーパーや大型店の ＜アの①＞１

店の様子 写真から買い物をした経験 ○スーパー ○買い物調 ○学級、学年通

や自分が を交流する。 マーケッ べカード 信などで買い

買い物を （資料２ 買い物調べカード トの様子 と発言内 物調べをする

した経験 資料 スーパーの写真 に関心を 容 ことを家庭に

をもとに (※) もち、進 連絡する。、 ） ・自分が買い

商店で働 ・行った店の名前 んで調べ ○買い物調べカ物に行った

く人に興 ・買うもの ようとし ードを毎日集ことを、具

味をもつ ・店に行く方法 ている。 めてチェック体的に、明

ことがで ・買い物に行く時間 をし、よい例確に調べて

きる。 ・店を選んだ理由 を紹介する。いるのかを

買い物調べ・店で見つけたこと など

カードの記

○買い物調べをして気がつい ○ペア・グルー述や発言内

たことを交流する。 プ活動を取り容から分析

資料 学校付近のお店 ※ 入れ、少人数（ （ ）） する。

で話をして自

分の考えを確＜単元を貫く課題＞

かにする時間

どうして、たくさんの人がス をつくる。

ーパーＳに買い物に行くのだ ○学校付近のお

ろう。 店の写真を提

示し、具体的

に自分の行っ

た店をイメー

ジできるよう

にする。

○スーパー ＜イの①＞２

Ｓにたく どうして、スーパーＳにたく ○Ａさんの ○学習ノー ○スーパーＳに３

さんの人 さんの人が買い物に行くか予 スーパー ト 行った時の経

が買い物 想を立てよう。 Ｓにお客 験を思い出せ・課題に対す

に行く理 が集まる るように働きる自分なり

由を予想 ○スーパーＳにお客さんが行 ことに対 かける。の予想がか



し、それ く理由を考え、交流する して、適 ○買い物調べカけているか

をもとに （資料３ スーパーＳの広告 切な課題 ードのその店記述内容を

見学の視 資料４ スーパーＳの店内 設定を行 を選んだ理由分析する。

点をもつ の様子） い予想し を参考に考え

ことがで ている。 るように働き

きる。 かける。

②＞＜アの

○予想をもとにスーパーＳを ○スーパー ○発言の様 ○予想を確かめ

見学する計画を立てる。 Ｓの仕事 子と学習 るためにはど

共通に見てくること ついて、 ノート うしたらよい【 】

・商品の様子 学習の見 かということ・見学の視点

・店員さんの動き 通しをも が視点になるが予想をも

・駐車場の様子 ち、意欲 ことを助言すとにつくら

（資料５ 見学カード） 的に課題 る。れているか

追究しよ ○予想から視点という視点

○スーパーＳで調べる（特に うとして をつくる例をで、発言内

インタビュー）の練習をす いる。 具体的にいく容や学習ノ

る。 つかの例を示ートの記述

（資料６ インタビューマニ す。を分析する。

ュアル）

○計画した ○本時の見学の視点を確認す ＜ウの①＞４

見学の視 る。 ○Ａさんの ○見学カー ○ペアやグルー５

点にそっ スーパー ドと見学 プで、本時、６

て、スー スーパーＳにお客さんが集ま マーＳを の様子 自分が明らか

パーＳの るひみつを見学して調べよ 見学や聞 にしたいこと・見学の視点

ひみつに う。 き取り調 は何かを確認にそって、

ついて見 査をして する場を位置、 見たり聞い

たり聞い ○見学中の安全指導を徹底す 視点のそ 付ける。たりしてい

たりして る。 って具体 ○見学の時に、るか また、 、

調べ、見 （資料５ 見学カード） 的に調べ 見学カードの分かったこ

学ノート ○見学の視点に従って、スー ている。 どの項目を調とをまとめ

にまとめ パーＳの調査をする。 べているかをているかと

ることが 明らかにするいう視点で

できる。 ○スーパーＳの店長Ａさんや ように助言す見届ける。

店員 お客さんの話を聞く る。、 。

資料７ 店長Ａさんの１日 ①＞（ ） ＜アの

○見学して、気づいたことを ○スーパー ○見学の時 ○聞き取りの分

見学ノートにメモする。 Ｓの様子 の様子 担を確認した

に関心を り、インタビ・自分から進

もち進ん ューマニュアんで、聞き

で調べよ ルを使って聞取りや見学

うとして くように働き調査を行っ

いる。 かける。ているかと

いう視点で

見届ける。

７ ②＞○スーパー ＜ウの

Ｓで見学 見学して分かったことをまと ○Ａさんの ○見学カー ○見学の視点は８



したこと めよう。 スーパー ド 何か、どうし

を仲間と Ｓの学習 てその視点を・スーパーＳ

交流して ○見学して分かったことをノ で、見学 もったのかをの工夫を、

深め、予 ートにまとめる。 したこと 視点づくりの見学や聞き

想や見学 資料 見学時の様子 ※ や分かっ 授業をもとに（ （ ）） 取り調査し

の視点を たことに 振り返るようたことをも

もとにま ついて、 に助言する。とに具体的

とめるこ その過程 ○見学の時の様に、そして

とができ や結果を 子の写真を提視点にそっ

る。 予想をも 示し、見学のて予想を確

とにまと 時の様子を具かめる形で

めている 体的にイメー。 書けている

ジできるようか、という

に配慮する。視点で見学

ノートの記

述を分析す

る。

③＞＜アの

○見学のまとめをもとに、ス ○課題追究 ○発表の様 ○まとめを書く

ーパーＳの工夫について分 のために 子 時間をしっか

かったことを交流する。 仲間との りと確保する・見学カード

交流で、 とともに、ペをもとに、

自分の考 アやグループ具体的に発

えを進ん 活動を行い、表している

で発表し そこで自分のか、自分か

ている。 考えを確かにら積極的に

してから、全発表してい

体の交流を行るかという

う。視点で分析

する。

＜イの③＞

○交流から明らかになったス ○見学や聞 ○学習ノー ○考えをまとめ

ーパーＳの工夫について、 き取りな ト る場面では、

整理し、まとめ直す。 どの活動 自分の考えだ・スーパーＳ

から得た けでなく、友の工夫を、

事実をも 達の考えを聞見学や聞き

とに、Ａ いて、新しく取り調査し

さんのス 分かったことたことと結

ーパーＳ や スーパーび付けて考 、

の工夫に Ｓについて思えることが

ついて追 ったことを付できている

究し考え け加えるようか、自分の

判断して に助言する。考えを付け

加えて書いいる。

ているかと

いう視点で

学習ノート

の記述を分

析する。



○Ａさんが ○スーパーＳの駐車場の様子 ○見学の時の様９

スーパー から分かることを発表する。 子の写真を提

Ｓの駐車 （資料８①スーパーＳの今と 示し、駐車場

場を３年 昔の駐車場） を具体的にイ

前に広く メージできる

したのは スーパーＳには駐車場がある ように配慮す、

車で買い にもかかわらず、Ａさんは、 る。

物に来る なぜ駐車場をさらに広くした

お客さん のだろう。

が増えた

ことに合 ○どうして、Ａさんは駐車場

わせたＡ を広くしたのか予想を交流

さんの工 する。

②＞夫であり ＜イの、

そこには ○お客さんへの聞き取り、自 ○Ａさんの ○学習ノー ○買い物調べカ、

たくさん 分の買い物の経験、アンケ スーパー トと発言 ードを見て、

のお客さ ートの結果をもとにスーパ Ｓについ 内容 自分たちが買

んに来て ーＳの店長Ａさんが駐車場 て事実を い物をすると・買い物調べ

もらいた を広げた理由を考え、交流 もとにし きには、どんや今までの

いという する。 て様々な な交通手段を生活経験、

Ａさんの （資料８②スーパーＳの夕方 面から追 使うのかをも資料から分

願いがあ の駐車場の様子 究し、考 とに考えづくかることを

ることに 資料８③お客さんの声 え判断し りをするよう駐車場を広

気付くこ 資料８④スーパーＳまでど ている。 に助言する。げた理由と

とができ れくらい） ○お客さんが買結び付けて

る。 ○スーパーＳの店長Ａさんの い物に車を利考えている

話を聞き、駐車場を広げた 用するから、かという視

理由をまとめる。 そのお客さん点で、予想

（資料８⑤店長Ａさんの話） が安心してく場面のノー

るためには、トの記述や

Ａさんは、ど発言内容分

うしたのかを析する。

考えるように

働きかける。

○スーパー ○他の店とスーパーＳの駐車 ○前時の授業で10
ＳのＡさ 場の広さを比べ、分かるこ 使った資料を

本 んは、営 とを発表する。 提示し、児童

時 業時間を (資料９①駐車場の広さ比べ が駐車場の大

考えたり 資料 よく行くお店調べ 切さを想起で、

お客さん ※ きるように配（ ））

のニーズ 慮する。

に合わせ スーパーＳのＡさんは、たく ○「よく行くお

た仕入れ さんのお客さんにきてもらう 店調べ」につ

をしたり ために、どんな工夫をしてい いては、買い

している るのだろう。 物調べカード

ことを理 （資料２）を

解し、そ ○どんな工夫をしているのか 活用する。



こにはお を予想し、交流する。

客さんに ＜エの①＞

喜んでた ○スーパーＳの営業時間や、 ○Ａさんの ○発言内容 ○資料のどこか

くさんの 仕入れの様子から、スーパ スーパー ら分かったの・資料から、

商品を買 ーＳの工夫について考え、 Ｓの販売 かを明確にしスーパーＳ

ってもら 交流する。 方法に見 て話すようにの工夫を具

いたいと （資料９②スーパーＳの営業 られる仕 助言をする。体的につか

いうＡさ 時間 事の特色 ○買い物調べカんでいるか

んの願い 資料９③お客さんの声 を理解し ードの利用すという視点

があるこ 資料７ 店長Ａさんの一 ている。 る時間を参考で、発言内

とに気づ 日） にして考える容を分析す

くことが ように働きかる。

できる。 ける。

＜イの②＞

○Ａさんの話を聞き、自分た ○Ａさんは ○学習ノー ○Ａさんの話を、

ちが考えたことを確かめ、 お客さん ト 聞き、どんな

さらに店長Ａさんの願いに に喜んで ことを大切に・Ａさんは、

ついて考えを深める。 スーパー しながら、毎お客さんに

（資料９④店長Ａさんの話） Ｓの商品 日仕事をした喜んでスー

○今日の学習のまとめをす を買って り、販売の工パーＳの商

る。 もらいた 夫をしたりし品を買って

いという ているのかをもらいたい

願いをも 考えるようにという願い

っている 働きかける。をもってい

ことを考 ○Ａさんの願いるというこ

え判断し に気付けた発とに気付け

ている。 言を取り上げたかという

て、そのよさ視点で学習

を学級全体にノートの記

広げる。述を分析す

る。

○Ａさんの ○いくつかのダンボールを出 ○日本地図、全11

スーパー して気がついたことを発表 国各地の写真

Ｓの仕入 する。 を準備し、生

れの様子 （資料 スーパーＳの値札と 産地が児童に

から、い 商品が入っていた段 はっきり分か

い物をよ ボール箱（※ ） るように留意）

り安くと する。他地域

いうお客 ＡさんのスーパーＳの品物 との空間的な

さんのニ は、どこからからきているの 関係について

ーズに合 だろう。 は、運搬時間

わせて努 を使って意識

力してい ○買い物経験や見学の時の様 させる。

ることや 子から品物はどこから来て、

スーパー いるのかを考え交流する。

の商品が ＜ウの③＞

いろいろ ○いろいろな値札からどこか ○Ａさんの ○学習プリ ○全体で記入し

な地域か ら品物がきているかを調べ スーパー ント たものをもと



ら来てい 地図に記入していく。 Ｓについ に、個人で記・商品の生産

ることを また、児童の学習プリント て、商品 入するという地に示され

理解する の白地図にも同様の活動を の流通の ように、配慮た地域の位

ことがで 行う。 面で、他 する。置を地図で

きる。 資料 作業用白地図 ※ 地域との ○ペア活動で、（ （ ）） 確認し、白

かかわり 記入が正確に地図に位置

○作業して、気付いたことを について できているか付けている

学習プリントにまとめ、全 資料を活 どうかを確認かを見届け

体交流する。 用し、具 する。る。

体的に調

。べている

②＞＜エの

○スーパーＳの店長Ａさんの ○Ａさんの ○学習ノー ○店長Ａさんの

話を聞き、いろいろな地域 スーパー ト 話を生産地、

から品物がきている理由を Ｓの仕入 そして販売ま・生産地の地

まとめる。 れや販売 での経路とい図帳の位置

資料１０ 店長Ａさんの話 の様子か う２点から聞（ ） を理解し、

ら、他地 くように、具他地域から

○学習で分かったことをまと 域との関 体的に観点を商品が運ば

める。 係につい 示す。れてきて、

それが販売て理解し

されているている。

ことが記述

されている

。か分析する

○Ａさんの12

スーパー ＡさんのスーパーＳを学習し13

Ｓを学習 て分かったことを新聞にまと

②＞して分か めよう。 ＜ウの

ったこと ○Ａさんの ○新聞 ○どうしても記

を、Ａさ ○Ａさんは常にお客さんのこ スーパー 述させたい学・Ａさんの仕

んの願い とを考え、工夫や努力して Ｓの学習 習内容の資料事の様子、

や商店の みえることやスーパーＳと で、見学 や写真を縮小工夫や努力

工夫を入 他地域の関係についてまと したこと して用意し、の２点が記

れて新聞 める。 や分かっ 児童が新聞づ述してある

にまとめ （資料 新聞の枠（※ ） たことに くりに使える） か、学習し

ることが ついて、 ようにする。て分かった

できる。 ○お互いに新聞を見合いお互 その過程 ○記事に書く内こととそれ

いのよさを交流する。 や結果を 容は、授業のに対する感

分かりや まとめの部分想が記述し

すく表現 の内容を記述てあるかい

している するように助。 う視点で、

言する。新聞の記述

内容を分析

する。

（※）の資料は 「 」には、未掲載です。、 ６ 参考資料



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・スーパーＳの店長Ａさんは、営業時間を考えたり、お客さんのニーズに合わせた仕入れをし

たりしていることを理解し、そこにはお客さんに喜んでたくさんの商品を買ってもらいたい

というＡさんの願いがあることに気付くことができる。

（２）本時の位置

１０ ／１３ 時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ ○前時の授業で使った資料○ 他の店とスーパーＳの駐車場

か を提示し、児童が駐車場の広さを比べ、分かることを

む の大切さを想起できるよ発表し、課題を設定する。

・Ａさんは、お客さんにたくさん うに配慮する。

来てもらいたいと思って、駐車

場を広くしました。でも、Ｂ店 ○資料９①と学校付近の他

の方が、駐車場がもっと広いで のスーパーの写真を提示

す。 し、児童に具体的にイメ

・駐車場が狭いのに、多くの人が ージできるように配慮す

スーパーＳにいくのは、どうし る。

てなんだろう。Ａさんは、どん ○ペアで課題の内容を確認

な工夫をしているのだろう。 して、課題が全員のもの

。＜資料９＞ になっているようにする

①駐車場の広さ比べ

○スーパーＳだけに見られ

スーパーＳのＡさんは、たくさん る工夫について考えるよ

のお客さんに来てもらうために、 うに助言をする。

どんな工夫をしているのだろう。

○ 店長Ａさんは、お客さんに来追

てもらうためにどんな工夫を究

しているかを予想し、交流すす

る ＜エの①＞る。

◎ＡさんのスーパーＳ ○資料の見方が分からない○ スーパーＳの営業時間や、仕

の販売方法に見られ 児童にはどの資料のどこ入れの様子から、スーパーＳ

る仕事の特色を理解 に注目するか示して、考の工夫について考え、交流す

している。 えることができるようにる。

＜資料９＞ ○発言内容 働きかける。

②スーパーＳの営業時間 ・３つの資料から、ス ○ＡさんのスーパーＳとＢ

③お客さんの声 ーパーＳの販売の工 店の営業時間を比べて、

＜資料７＞ 夫を具体的にとらえ 何が便利なのか、生活と

店長のＡさんの１日 ている。 結び付けて考えることが

。・スーパーＳは他の店に比べて朝 ・買い物調べカードや できるように働きかける

早くからやっているから、朝ど 見学の結果をもとに ○取材したこと、聞き取り

うしても必要なものがある時に 具体的に話している 調査した中の、お客さん。

とても便利だと思います。 これらの視点から、 の声や、自分の買い物経

・店長のＡさんが毎日市場に行く 発言を分析する。 験と関連させて考えるこ

のは、お客さんに新鮮なもの、 とができるよう働きかけ



自分の目で選んだ確かなものを る。

買ってもらって、喜んでもらう ○資料から分かったことを

ためだと思います。 発表するとき、どの資料

・お客さんは新鮮なものを選ぶか のどこから考えているか

らそういったお客さんの声に合 が分かるように指示棒で

わせているからお客さんが集ま 指し示しながら話すよう

ると思います。 に働きかける。

○ 店長Ａさんの話を聞き、自分

たちが考えたことを確かめ、

さらに店長Ａさんの願いにつ

いて、考えを深める。

＜資料９＞

④店長Ａさんの話

＜イの②＞

◎Ａさんは、お客さん ○Ａさんの話の中で、Ａさ○ 今日の学習のまとめをする。

ま ・Ａさんは、お客さんにスーパー に喜んでスーパーＳ んはどんなことを願って

と Ｓで喜んで買い物をしてもらい の商品を買ってもら いるのかに注目させて、

め たいのだと思います。そのため いたいという願いを 話を聞いたり、線を引い

る に、毎日朝早くから、中央卸売 もっていることを考 たりするように助言をす

市場まで行ったり、店を開けて え判断している。 る。

いる時間をお客さんに合わせた ○学習ノート ○Ａさんの願いにまで気付

りしています。Ａさんってすご ・授業後に学習ノート けた発言を取り上げて、

いなあと思いました。 を集め、Ａさんは、 そのよさを学級全体に広

お客さんに喜んでス げる。

ーパーＳの商品を買

ってもらいたいとい

うことに気付いてい

たかという視点で、

記述を分析する。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

本時（第１０時）の評価と、個に応じた指導の事例を以下のようにまとめた。

「学習活動における具体の評価規準」に照らして 「十分満足できる」状況（Ａ）を実現してい、

ると判断した児童の具体的な状況例、及び「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した児童がいる場

合の指導の具体的な手だてを示している。

授業展開の中で 「学習活動における具体の評価規準」に照らして、個の学習状況を把握する、

ことに努める。その際 「努力を要する」状況と判断した児童に対して、学習状況に応じた指導の手、

だてを講じて、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。それとあわせて 「十分満足できる」状、

況と判断できる児童の姿が実現されることをめざして、指導・援助に努めていく。

【社会的な思考・判断】

学習活動における具体 「十分満足できる」状況（Ａ）を 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断
の評価規準 実現していると判断した児童の具 した児童への指導の手だて

体的な状況例

＜イの②＞

○Ａさんは、お客さん ○店長Ａさんが、お客さんに喜ん ○Ａさんの話の中で、Ａさんはどん

に喜んでスーパーＳ でスーパーＳの商品を買っても なことを願っているのかに注目さ

の商品を買ってもら らいたいという願いをもってい せて、話を聞いたり、線を引いた

いたいという願いを ることに気付き、それをもとに りするように助言をする。

もっていることを考 Ａさんの他の仕事をとらえてい ○Ａさんの願いにまで気付けた発言

え判断している。 る。 を取り上げて、そのよさを学級全

体に広げる。

【社会的事象についての知識・理解】

学習活動における具体 「十分満足できる」状況（Ａ）を 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断
の評価規準 実現していると判断した児童の具 した児童への指導の手立て

体的な状況例

＜エの①＞

○ＡさんのスーパーＳ ○ＡさんのスーパーＳにみられる ○資料の見方が分からない児童には

の販売方法に見られ 販売方法の工夫について、資料 どの資料のどこに注目するか示し

る仕事の特色を理解 をもとに、本時学習したことだ て、考えることができるように働

している。 けでなく、見学したこと、自分 きかける。

の経験などを入れて記述してい ○ＡさんのスーパーＳとＢ店の営業

る。 時間を比べて、何が便利なのか、

○見学や買い物経験から、販売の 生活と結びつけて考えることがで

工夫を理解し、Ａさんのスーパ きるように働きかける。

ーＳに見られるいくつかの工夫 ○取材したこと、聞き取り調査した

を結びつけて考えようとしてい 中の、お客さんの声や、自分の買

る。 い物経験と関連させて考えること

○ＡさんのスーパーＳの販売の工 ができるよう働きかける。

夫について、お客さんとスーパ ○資料から分かったことを発表する

ーの立場の両側に立って考える とき、どの資料のどこから考えて

ことができている。 いるかが分かるように指示棒で指

し示しながら話すように働きかけ

る。


